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＜大学の動き＞

部局長の交替等

人間・環境学研究科長

足利健亮人間 ・環境学研究科教授 （文化 ・地域

環境学専攻文化 ・社会環境論講座担当）が10月1

日人間 ・環境学研究科長に再任された。任期はてr:
成9年9月30日までである。

＜栄誉＞

清水 鍛名誉教捜がハンガリー科学
アカデミ－名誉会員に選ば、れる

清水 築名誉教授は，今年5月に開催されたハ

ンガリー科学アカデミー156回総会で同会の名誉

会員（HonoraryMember of the Hungarian Academy 

of Sciences）に選ばれた。この名誉会員の称号は

科学における業績が国際的に卓越している外国国

籍の科学者に贈られるものである。8月3日開催

された「第2回世界将来世代京都フォーラム」に

おいてハンガリ一代表によって授与された。

ハンガリー科学アカデミーは1825年に設立さ

れ，現在は10部門から構成されている。清水築

名誉教授が選ばれた第三部門は数学及び物理科学

部門である。第三部門では，これまでに jBar-

deen. R. Mossbauer. A. Salam. J. Wigner等のノー

ベル1'i・受立者を含めて23名の名誉会員が選ばれて

いるが，日本人としては初めての栄誉である。

（化学研究所）

＜公開講座＞

総合人間学部

「人間・宗教・文化 一人間の生き方を考える 」

総合人間学部では， 一般市民を対象にして 9月

5日 （火）から 9月8日 （金） までの4日間，本

学部E号館E21教室において第 l回公開講座「人

間 ・宗教 ・文化一人間の生き方を考える一」を開

催した。受講者は141名であった。

総合人間学部は，人文社会科学から自然科学に

至る幅広い分野で教育・研究を担当している160

余名の優れた教官団を擁しているので，きわめて

多彩な内容の教養講座を編成して， 一般市民に提

供することが可能である。新構想、学部のもつ大き

な知的財産を，公開講座を通して市民に共有して

もらうことは，有意義なことと思われる。

今回の公開講座は，人間文化のもつ広い意味で

の宗教的側面（人間の生き方）を主要テーマと

し，宗教または宗教的なものがこれまで人間の文

化活動のなかでどのような役割を果たし，また今

後どのような意義を持ちうるかという諸問題を考

察した。

なお，講義題目・講師は次のとおりであった。

人類の哲学への志向 梅原

環境問題と宗教文化 薗田

狩猟採集民の宗教的信念と自然観

－南部アフリカ・プッシュマン社会の

事例を中心に一 菅原和孝

転換期における宗教的自覚 i度遅久義

16・17世紀における日本とキリスト教

ヨリッセン，エンゲルベルト

宗教と科学の間一フランス19世紀の

「宣言界通信」一 稲垣直樹

宗教体験と夢体験 新宮 一 成

人間と宗教と哲学ーイ可故に人間は

宗教を求めるのか一 有福孝岳

猛

稔

（総合人間学部）
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超高層電波研究センター

「電波で探る宇宙と地球」

超高層電波研究センターでは， 9月9日 （土）

宇治キャンパスの本センター会議室において，公

開講座を開催した。今回が第 l回目である。

この講座は， 一般市民を対象として，電波を

使った惑星間字宙空間および地球大気環境の研究

など，地表から宇宙空間に至る広い範囲の研究を

進める本センターの研究成果を広く紹介すること

を目的とするものである。

参加者は職種，年齢層ともに幅広＜ . 40名が受

講した。

講義題目と講師は次のとおりであった。

電波と宇宙実験

電波で見る字宙空間

電波で「写す」地球の大気

赤道大気と地球環境

本

本

尾

田

松

橋

深

津

紘

裁

郎

隆

弘

昌

敏

（超高層電波研究センター）

＜紹介＞

数理解析研究所における

可解格子模型の研究

一物理と数学の出会し、－

数学はその発展の仕方において，二つの商を

持っている。第一に，数学は自己完結的に深化し

ていく。第二に，数学は他の学問との相互作用に

よって新しい発展を生み出す。かつ，この両面は

絡み合っている。「数理解析」とは，その全体を

指す言葉である。数理解析に対するこのような視

点から，可解格子模型における研究の歴史を振り

返ってみよう。その歴史の中で，数理解析研究所

における研究を位置付けてみたい。

それは，物理と数学の，そして研究者と研究者

の出会いの物語である。

（紙数の都合上，書くべき事柄人名で，省略し

たものは数多い。御容赦願いたい。なお専門用語

を断りなしに使った点も，研究の内容を伝えるこ

とが目的ではなかったということで御了解下さ

い。）

1930-40年代に， BetheとOnsagerは磁性に関

する統計学的な模型を考察し， Betheは1次元の

量子統計力学の模型であるハイゼンベルグ模型

を， Onsagerは2次元の古典統計力学の模型であ

るイジング模型を解いた。数学的にはどちらも，

大きなサイズ Nの行列の固有値，固有ベクトル

を求める問題であるが，勝手な Nのイ直に対して

厳密な解が求まるのは驚きであった。彼らは偉大

な物理学者であり，特別最先端の数学理論を応用

するでもなく， Nの値の小さいものから順にい

じくっているうちに解いてしまったらしい。

驚きは感動を生み， 人々はそのことをも っと深

く知りたいと思う。そしてその中から，さ らに大

きな驚きが生まれる。

以後，ハイゼンベルグ模型とイジング模型は，

-1034ー
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物理学者にとって無限自由度 （Nが無限大）の解

ける校型として数学的な意味での実験室となる。

1970年代に，この実験室から二つの成果がもたら

された。それらは，思いがけない数学とのつなが

りを示していた。Wu,McCoy, Tracy. Barouch 

は，イジング模型の相関関数が20世紀初頭に数字：

者によって発見されたパンルヴェ紐越関数である

ことを発見した。Baxterは，ハイゼンベルグ模

型の拡張である XYZ模型を， 19世紀数学の花形

である椅円関数を駆使することによって解いた。

Wuたち，そして Baxterは偉大な応用数学者で

あり，彼らが丹精込めて磨きあげた宝石が，数学

の古池に投げ込まれたのである。このあとに数学

者の出番がやってくる。

1975年頃，佐藤幹夫 （数理研教授，当時）は，

物理学におけるグリーン関数の重要性に着目し，

白出場でない例を求めて，学生時代に興味を持っ

たイジング模型を再検討していた。いくつかの幸

運と天才の直観に導かれて，彼は Wuたちの論

文と出会う。そして， 1977年の春，数理研での若

い協力者 （神保道夫， 三輪哲二） との毎日朝日時

から晩10時までの研究の日々の末に，イ ジング模

型とモノドロミ一保存変形理論のつながりを確立

する。無限自由度の物理から古典的な解析学へ一

本の橋が掛けられた。

1977年頃，Faddeevは逆散乱法の量子化の試

みの中で， Baxterの論文に出会う。彼は，場の

理論と格子模型の可解性の線底にある基礎方程式

として，ヤン ・パクスタ一方程式を提唱し， レニ

ングラードに若い強力な研究者集団を育て上げ

る。

この時期，数理研における研究は，グリーン関

数の，数学における別名として佐藤が名付けた で

関数に向かっていた。非線形波動における可解模

型であるソリトン理論と モノドロミ一保存変形

理論との構造的類似性から，ソリトン理論におけ

る広田の方法がて関数理論に他ならぬことが理解

され， 1980年の終りに，佐藤は無限次元グラスマ

ン多様体の理論を建設する。これを見てすぐに柏

原正樹，伊達悦朗，神保， 三輪は，表現論におい

て注目を集め始めていたアフィンリ一代数が，解

の変換群として τ関数に作用していることを見ぬ

いた。

1983年，趨新星が；爆発した。2次元共形場理論

の誕生である。モスクワ効外のランダウ物理学研

究所の研究員宿舎のこわれかけた黒板に初めて舎

かれた方程式は，またたくまに世界中に拡がって

いった。ひと昔前のス トリング理論で活躍した

ヴイラソロ代数が，臨界点における場の理論と統

計物理の両方を無限次元の対称性の立場から統合

する原理として更生ったのである。

非臨界的な場合も含めての可解格子模型の研究

の進展は，ひそかではあったが，確実に発火点に

近付いていた。Baxterは1980年頃，ある模型の

磁化率を巧妙な方法によって計卸した。驚くべき

ことにその答は，ある変数 qの関数として，組

み合わせ論における Rogers-Ramanujanの等式と

一致していた。Faddeevが数理研にひと月滞在し

たのは， 1982年の春である。彼は，モスクワでも

そうしたように，発火装置をそれとなく仕掛けて

帰っていった。

1985年，火うち石が撃ち合わされた。モスクワ

では Drinfeldが，京都では神保が， Faddeevの

仕掛けに火をつけた。量子群の発見である。自然

現象を数学的に理解するための概念のひとつとし

ての対称性が，古典的なリ一代数を越えて，パラ

メタ qを含む形に拡張されたのである。

量子群は表現論に新たな材料を与え，表現論は

裕子模型に新たな手段を与える。

伊達，神保， 三輪は， Baxterの仕事を迫跡し

ていくうちに， q=Oで起こる組合せ論との奇妙

なつながりに気がついた。しばらくして，柏原は

この現象を表現論的に解明し，結晶基底という名

を与えた。同じ頃， Lusztigは，全く別のルー ト

から，同じような基底にたどり若いていた。これ

とは別に Lusztigは，モジュラー表現の指標公式

に閲するある予想の証明に， qが1の111恨の量子

群の表現論を用いるという雄大な構想を提出す

る。

1991年夏，数理研では「無限解析」をテーマ

に， 3か月の長期国際研究集会が行われた。そこ

に，共形場理論の基礎方程式である KZ方程式が

FrenkelとReshetikhinによりq変形されたとい

うニュースが伝わった。暑いそして熱い夏であっ

た。そして夏が過ぎる頃， q変形された対称性を

用いて格子模型を解く方法が，我々の前に姿を現

-1035一



京大広報 1995. 10. 1 

していた。 Betheの方法による複雑な固有ベク

トルや， Baxterによる魔法のような計算が，ひ

＜保健コーナー＞

キャンパス・メンタルヘルス雑感

ここ数年来，教養部の解体を始め，いくつかの

大学改革の動きが大規模に日本の大学を洗ってい

る。それは官主導の、いわば上からの大学改革と

いうニュアンスが強く， 60年代の議論沸騰とは大

きく趣を異にしているが，それで、も規模としては

それに匹敵するような議論がここ数年来一一沸騰

という形ではなく，静かに 行われ，そしてこ

れからも続けられようとしている。実は今は，大

学のありかたが根本から問われている時なのであ

る。大学に何ができるのか，何をすべきか…，大

学の実務的価値と倫理の問題がこれ程に問われて

いるということは，それが社会の中でかつてない

程にあいまいになっているということの表れなの

かもしれない。

昨年，大江健三郎のノーベル文学賞受賞に際し

て，大江文学は，現在という状況の中で倫理的に

生きるということはどういう事かを模索し，文学

が倫理として何を提供し得るのかを常に追求して

きたということが随所で言われていた。大江健三

郎の受賞の報には，倫理とか信仰とか，最近では

大部分の学生があまり正面から問うてみようとし

なくなっていたテーマが，また組上に載せられる

のかもしれないという予感を抱かせるものがあっ

た。そして，その予感は今年になってからの一連

のオウム真理数に関する事件で，全く意外な形で

現実のものになってしまった。

オウム真理教の事件に閲しては，既に定型的に

なったいくつかの問し、が繰り返し立てられてき

た。動機の不可解さ，なぜ戦争を準備したのか，

あのキッチュな教義になぜあれだけの人々が集

まったのか，なぜ高学歴の人々が， しかも合理的

思考をするはずの理科系の人々があれ程に熱心に

教団につくしたのか…。それらの疑問に対し，こ

れまた定型的になりつつあるいくつかの答えが論

じられてきた。戦後教育における特学の不在とい

1036 

とつひとつ表現論の言葉に置き換えられて。

（数理解析研究所）

う教育体制に閲する苦言，マインド・コントロー

ルという特殊なメソッドが用いられたとして一種

テクニックの問題として片付けようとする姿勢，

アニメ的，テレビゲーム的，ディズニーランド的
ヴγーチ，，b')7リティー

なゲーム感覚，いわば仮想現実体験が死のリア

リティーを失わせたのだとするサプカルチャーの

影響を論じようとする立場，被害妄想的な投影が

過剰な武装を推進させたのではないかという精神

病理学的な議論などなど いくつかの論調がある

が，いずれもあの事件の不可解さを説明し尽くし

ているとは思われなし、。関係者の逮捕を経て，報

道関係の扱い方は既に，奇妙な集団の奇妙な仕業

として片付けようとしてるかに見受けられるけれ

ど，そうした幕切れで，今後，本当に人々の胸の

中で「落ちる」のだろうか。

この事件の推移を見ていて私が最も感じたの

は、ひとつには教団の側の，ともかく行動へとい

う行動への強い偏りであり，もうひとつはこの事

件を追う報道や論壇の姿勢にみられる，ともかく

何等かの答えをとし寸解決希求傾向である。どち

らも抱えている問題の困難に対していかにも性急

と感じられるのである。聞いが立てられると同時

に， 一方では行動という形で，他方では解説とい

う形で答えが模索される。しかし，本来，倫理と

か信仰に閲する議論というものは，何等かの形で

答えや結論に到達するという性質のものではな

く，むしろ問いが持続することにこそ意義がある

ものではないだろうか。そして，今，大学に問わ

れている大学の実践的な価値と倫理という問題に

しても，それは何等かの答えという形で解決を得

ることを目指すべきものではなく，ある技術，あ

る知のあり方を前に，多様な問u、が自然に立てら

れ，その問いが維持されるような風土を大学の中

に作ることにこそ，本来の目指すべき方向がある

のではないだろうか。この問題は，問いを持続す

ることが，即，疎外されることと結び付いてしま

うような「進歩幻想」に支えられた「近代性」の

問題と，どうも不可分に結び付いているように思
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われてならないのである。

私が，保健コーナーのような場にこのような文

章を寄せることの背景には，大学内の私の診察室

を数年前に訪れ，私との治療に納得を得ることが

できないまま，治療を中断した後，件の宗教に入

信し，結局出家へと至った学生の存在があったこ

とを告白しておかなくてはならないだろう。

（保健管理センター 鈴木国文）

E豆
島地 謙名誉教綬

本学名誉教授烏地謙先生は， 9月3日逝

去された。享年73。

先生は，昭和22年東京帝国大学農学部林学科を

卒業，同大学農学部助手，助教授を経て同50年京

都大学木材研究所教授に就任，木材生物学部門を

担任された。昭和61年停年により退官され，京都

大学名誉教授の称号を受けられた。この間，アメ

リカ合衆国エール大学植物学部において在タ同iJf究

員として北米産ブナ科植物の調査 ・研究に携わら

れた。先生は中でもプナ科植物の系統に関する解

剖学的研究において優れた研究業績を残され，樹

木の系統解剖学ならびに木材解剖学全般にわたっ

て多大の貢献をされた。主な著書に『図説木材組

織学』，『木材の組織』等がある。

本学退官後は，遺跡出土木材の樹種の調査に精

力的に取り組まれた。

また， 日本林学会，日本木材学会，国際木材解

剖学会，国際林業研究機関連合などにおいて評議

員，理事，議長等の要職を歴任された。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（木質科学研究所）
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； 平成7年度附属図書館秋季展示会「舎密局から三高へ」の開催 ~ 

~ 本館では，例年，公開展示会を開催しております。今回は，総合人間学部との共催で「舎密局 ~ 
~ から三高へ」と題して下記のとおり開催いたします。 ~ 
~ この展示会は，明治2年 (1869）大阪に設立された舎密局から昭和25年 （附 ）第三高等学校解 ~ 
~ 散式までを，史料，写真パネルによって辿るものです。展示品には，公文書類のほか，舎密局時 ~ 
~ 代に使用された教科書 寮生活を偲ばせる史料等も含まれています。また，舎間以来の物理実 ~ 
~ 験機器も多数展示されます。これらの機器は，物理学史上においても貴重な文イ闘であります。 ~ 

8 なお，この展示会に併せて下記講演会を開催いたしますので，ご来聴下さい。 8 

~ 展示会： 「舎密局から三高へ」

~ 会 期：平成7年間間（月）ー附m 恰 ）
~ 月一金 9 : 30-1 7 : 00 ~ 
~ 土日 10: 00-16 : 30 ~ 
g （入館は閉館30分前まで）

； 場 所：附属図書館展示ホール（ 3階）

~ 講演会： 「京都大学百年創設のころー」

~ 講 師： 海原徹教授（人間環境学研究科）

3 日 時 ：平成7年lOJJ24日（火） 13 : 30ー15: 00 ~ 
g 会 場 ：附属図書館 AVホール（ 3階）

8 （定員100名，先着J!I員） 8 

3 （備 考） 展示会，講演会とも一般公開で入場は無料，申込みは不要です。 ~ 
（附属国舎館） 0 

I 「~－-i.亙！曹曹司 i I 
I i団主...，司阻誼臨調 l ~ 
； 鐘圃園田艦彊空軍Jiii・~r.111 8 

； 塑・盟国圃’思祖.：.E青函函逼~ ~ 

冨副.劃i濯.－~~n薗 ! 
~ ＇；..~~·~· ・- ：.－ 唱~ ~ 

舎密局開校日午餐後の記念蝿影（明治2年5月1日）
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~ 平成7年度文学部博物館秋季企画展の開催

I －部博物館ではーり秋一一陣」畑一本学の i
~ 教職員 学生は無料です。なお，入館の際は，職員証または学生証を呈示して下さいo ~ 

i 記 i期間 10月24日 （火）ー12月9日 （土）

開館時間 火曜日一土曜日 9 : 30-16 : 30 ! －制0分前まで日月一館） ~ 
~ 場 所 博物館企画総合展示室（ lF 2F) h 

~ 展示内容 ~ I 日…一は一一…紐学の 流人し…の漢 i
円 方医学にさまさPまな衝撃を，子え続けた。外科書の方而でらもそれは同様であつた。輸入外科｛！｝： .解 n 

0 剖舎の翻訳と普及によつて，中国の五臓六脈説に疑問がなげカ、けられ，実証的な精神が成長して 0 

｜ しつた初一つ
しカ、し，近世外科の発達は，単なる輸入外科曹の検証にとどまらなかった。自ら刑死体を解剖

門 し，詳しく観察して岡に描き出す。山脇東洋に始まるこうした「観臓」は日本人の目と心で人体 n 

~ の硲密を探り，それを極彩色の絵巻に写しとどめる ~ 

~ という，きわめて科学的 ・実証的な営為であった。 ~ 

~ lへ ~ r 姉 『解体新書』の高山れて帖など数多くの ~ 
J句 汽iL1//,A-t/ ~~，c:J. ，翠

~ 11 ~ ¥J  J二 ソリ I,, 山 l 解剖図の存在が忘れられてきたのは まことに残念
1 I v ・ h 主J

~ I ~ ！ ま れとで仏川近問問作には円山
I.ヰ 1~~ 派などの著名な阿家も参加しており，美術史的な価

円 1:1itt ~ n 
~ l ＂ ~ p 回問、 ~~ 値が高いものけい。 ~ 
~ [ 、；ー．l ：~＼~ ~~· 今回の企画展では，このような近世の解剖図を中 ~ 
~ !I ~，~－－~， 、i 、入1 uni 心に日本間こ影響向山圏西洋の主な外 ~ 
I II (t1;LJ~D ~ …示し…を概観したし こMI 'Pl<!ln:1!fl!'liHt•t u脇社解剖附 歴

II 哩盛認量露三記掴区ゐ温'W.• I 史的意義を，再確認するための作業でもある。
臨地．・圃E開軍曹型盟国軍 ；： ••. :.I なお， 1 階総合展示室では考古常設展示「日本古
圃益活畠凶・圃弘通~－樋・・・・Ir. 担割
画薗面画ー圃圃園田園田園田監~ji副 代文化の展開と束アジア」， 2階総合展示室では併

・・・・・・・圃醤盟国 設展「近世の肖側」を行っているo ~ ！ 施薬院間図 （文学部） ~ 

ト
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